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目的: 本研究は, 新聞評にとりあげられたモダン

ダンスを対象に, それを評価する言葉を収集 し, 

分析を通 して構造化をこころみたものである。又, 

得 られた結果と, 先行研究にいくつかみ られる記

号理解の構造を探るためのオスグッドの意味微分

法による結果との比較をこころみた。

方法: 下記に掲載されたモダンダンスリサイタル

に関する批評文32件 を対象に下記の手順で評価語

を抽出 し, 分類 した。

新聞評

オンステージ新聞 昭和59年1月 ～12月(12

件)。

朝日, 読売, 毎日新聞 昭和59, 60年度(20

件)。

評価語抽出と分類の手順

1. 批評文を全文カー ドに書き写す。

2. 評価語を含んでいる文を抜き出し, 以下の作

業を行 う。

a 抽出した文の中核となる評価語を探 し, 当該

評価語の分類項 目を決定する。

b 中核となる評価語を導きだし, 又その評価を

説明, 構成 している副次的評価語を調べる。

c 抽出文を構成す る評価語を構造化する。

結果: 抽出された評価語を解説, 印象, 意見に分

け, 総評価語(636語)に 対する百分率を示 した

ものが図1で ある。ここでいう印象とは外来の刺

激によって我々の 「内」に生 じる効果とし, 解説

や評価とは区別 した。この図から印象の項目がい

ずれ も過半数を示 していることが解る。

次に印象の項 目に分類された評価語のうち2つ

以上の批評文に重復 してあらわれた語を上位50語

選び出し, 批評文32件 を一方に, 他方に選び出さ

れた評価語50語 をとり, パタン分類の数量化 皿類

を適用 し, 評価語の分類をこころみた。結果は図

2に 示す。 このことから, 印象を構成する要因に

力動性, 新奇性, 構成, 具象, 抽象性などがある

ということが認め られた。

モダンダンスを対象とする意味微分法による先

行研究の結果 と比較すると, 印象を構成する要因

は, 力動性, 新奇性, 魅力(美 的要素)な どにお

いて共通性がみられる。また, 意味微分法におい

ては, 情緒性の要因が必ず見い出され るのである

が, 批評文においては, 構成法, 具象性, 抽象性

などの踊 りの手法に関する要因が大きく占めてい

るといえる。批評文における評価語には, 重複 し

ない形容詞が多 くみられ, モダンダンス評価は力

動, 新奇, 魅力性などを軸としなが ら多様 さを有

しているといえる。

評価語分類項目

評価語分析の枠組
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図1 評価語の出現率

函2 印象の構成要因(批 評文)
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